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2026年度を従来からの安全・安心に関する取組みを当社事業遂行上の基盤として着実に進めると
ともに、大阪・関西万博のレガシーである都市型MaaS構想の原型を引き継ぎ、成長・発展の基盤と
するための事業活動を強い意志をもって進める年と位置づける。

1

１-１. 2026年度の位置付け（事業活動の方向性）

1

2026年度
• 2035年度の目指す姿に向け、万博のレガシーを引き継ぎ、
「モビリティのベストミックス」及び「各事業の更なる成長戦略」の
実現に向けて取り組む。

• グループ経営体制を強化し、Osaka Metro Groupとして
提供したいお客さま価値を創出する。

• サービスの利用実態や顧客ニーズの把握の徹底により、
既存事業の収益力を向上させる。

2035年度の目指す姿
様々な社会課題を乗り越えて、国際都市として
世界中の人々が集い、競争力のあるアジアの
玄関口として 大きく進化した 2035年度の
大阪の姿。
実現に向けて、当社は、時代の進化を先導し、
多くの協業パートナーと共に大阪の発展に
貢献します。

2025年度
• 万博への最大限のコミットメント
• 都市型MaaS構想の基盤構築
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「自動運転化」・「オンデマンド化」・「EV/FCバス化」・「DX推進」をキーワードとして高度化された
各種モビリティ、事業活動の階層を縦に重ね合わせ、お客さま毎に一体的に提供できる構造を構築。
「世界最高水準の都市交通機能及び社会生活サービスが密接に融合したエコシステム」を目指す。

１-２. 都市型MaaS構想（e METRO）に則った事業活動

2

（資料作成上の注意点）

すべてにおいて、定量化（KPI）目標を明示していくこと

フィジカル空間での生活・都市機能の整備

駅及び駅周辺でご利用になるお客さまのニーズやお困りごとに沿った
サービスを提供することで、交通の利便性と沿線の魅力度を向上

第
３
層

自由自在な移動のパーソナル化

移動ニーズの多様化に応える新たなモビリティとして、
オンデマンド型かつプライベート性の高いモビリティを導入・拡充

第
２
層

最新技術でストレスフリーな移動

地下鉄・路線バスに新技術を積極導入し、「最高の安全・安心」・
「効率的な運行」・「快適性・利便性向上」のすべてを同時に実現

第
１
層

データの蓄積・分析・予測（データドリブンの経営）

各事業の取組みの基盤として、AIを活用した将来の抜本的な
経営精度の向上と業務の構造改革を進めるための取組みを開始

第
０
層

サイバー空間での生活を豊かにするサービス

e METROアプリを接点とした情報発信の強化、交通・社会生活
サービスの予約～決済のシームレス化により日常生活が便利に

第
4

層

大阪の発展に寄与する持続可能な交通の確立×未来型交通サービスの提供
MaaS構想の目指すもの 企業理念「交通を核にした生活まちづくり企業」の実現
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より快適で便利な社会づくりに貢献するため、従来の定時・定路線運行に、お客さまの需要に応じて
走るオンデマンド運行を加えることで、大阪市全域における交通サービスの質・量の拡充を目指す。

１-３. モビリティのベストミックス化

より快適で便利な社会づくりに貢献するため、従来の定時・定路線運行に、お客さまの需要に応じて
走るオンデマンド運行を加えることで、大阪市全域における交通サービスの質・量の拡充を目指す。

モビリティの
ベストミックス化

路線バス
地下鉄に次ぐ大量輸送手段として、
鉄道ターミナルと周辺を繋ぐ主要路線での
移動ニーズに対応

貸切バス・空港リムジンバス
非日常で特別な移動ニーズに対応

タクシー・ハイヤー
深夜時間帯の移動ニーズのほか、
中距離移動やドアtoドアといった
パーソナルな移動ニーズに対応

オンデマンドバス
AIで最適ルートで運行する新型の
モビリティサービスで、大阪市内全域に
おけるエリア毎の移動ニーズに対応

パーソナルモビリティ
駅周辺の近距離移動ニーズに対応

地下鉄
アーバンネットワークの基幹機能として、
大阪市内エリア間の大量輸送ニーズに対応

3
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「自動車交通統括機能」の構築により、一元的な戦略立案・実行、コーポレート機能の集約・強化、
統括的な安全管理、モビリティを横断した営業強化を進め、個別最適化された交通ネットワークから
全体最適化された質の高い交通ネットワークに再構築し、新たな需要を獲得。

１-４. 自動車交通の連携強化

4

貸切バス
空港リムジンバス

タクシー・ハイヤー

オンデマンドバス
地下鉄・路線バス

総合営業による
新規需要獲得

法人のお客さまへの提案商材拡大
一般のお客さまに限らず、法人顧客のニーズに対応するサービス
提案を強化
顧客接点の一元化による営業力強化
分散していた営業機能を集約することで、案件情報の共有や
複合提案が進み、受注機会を拡大

モビリティを跨いだ提案力の強化
各モビリティ相互にご案内を組み合わせ、多種多様な移動
ニーズに応じた最適提案を可能とし、顧客満足度を向上

観光需要の獲得も狙う

自動車交通統括機能

効率的な運営体制と質の高い運行体制の両立で収益力を向上

地上交通の統括・安全管理体制の構築

大阪シティバス

路
線
バ
ス

貸
切
バ
ス

空
港
バ
ス

OMタクシー

タ
ク
シ
ー

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

●交通環境やお客さま動向の調査・分析
●最適なサービスを提供するため、モビリティを跨いで最善の運行体制を立案
●自動車交通全体での総合的な管理による安全水準の高位平準化

Osaka Metro Group共通の営業体制の構築
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可動式ホーム柵の全駅設置完了など、中期経営計画に基づいた2025年度までの取組みにより、
「最高の安全・安心」へと着実に前進してきた。引き続き、「安全は全てに優先する」との決意のもと、
必要な安全・安心施策を推進するとともに、快適性の向上や保守・メンテナンスの高度化に取り組む。

２-１. 主な取組み内容（交通事業（鉄道））

5

＜セキュリティ対策＞

• 新たに52列車へ防犯カメラを追加設置
（累計161列車）

• 駅構内に29台の防犯カメラを追加設置
（累計3,354台）

＜エレベーターの増設＞
• バリアフリー経路の複線化を更に進め、

エレベーターを千林大宮駅で増設
（複線化累計20駅）

＜駅空間の大規模リニューアル＞
• 主要15駅*に続き、新たに第２期リニューアルの

計画を策定
（*2025年度大阪・関西万博開催に向けて、

御堂筋線・中央線の主要15駅でリニューアルを完了）

＜トイレリニューアル＞
• 新たに6か所

（あびこ、北加賀屋、大国町、住之江公園、
西田辺、ポートタウン東）のトイレをリニューアル
（累計158か所）

＜軌道モニタリング＞
• 中央線において、営業列車に搭載したモニタリング

機器を使用した、軌道のメンテナンスを開始

• 他路線においても、実施に向けた準備に取り組む

「最高の安全・安心」の追求への取組み 快適性向上への取組み

保守・メンテナンスの高度化

＜段差隙間縮小＞
• 谷町線12駅で工事が完了し、

全134駅での段差隙間縮小の整備完了

＜浸水対策＞
• 内水氾濫に備え、３駅での止水対策を実施、

浸水の可能性が想定される全駅での対策完了

400系車両の床下機器イメージ
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自動車交通統括機能による全体最適の取組みとともに、各モビリティが抱える課題に個別の施策で
対応を図り、収益力を向上。路線バス事業では、新たな領域での収益獲得・利便性の向上、
オンデマンドバス事業では、関連サービス等の収益拡大、タクシー事業では、規模の拡大を目指す。

２-２. 主な取組み内容（交通事業（自動車））

6

＜収支の改善＞

• 配車システムの改修、内製化により、
乗車効率の改善やコスト削減を実現

• 区役所との包括連携協定の締結を進め、
地元企業との連携を強化しながら、
PR促進、乗降場所のネーミングライツや
新規乗降場所を500件目標に販売

• 自社データプラットフォームを活用した
AI分析等により、更に効果的な
利用促進PRを実施

＜自動運転バス実証実験＞

• 大阪シティバス25号系統及び南河内地域にて、
レベル2の自動運転バス実証実験を実施

路線バス・高速バス事業 オンデマンドバス事業

タクシー事業

＜貸切バス・空港リムジンバスの強化＞

• 貸切バスの運行・受注を強化し、
路線バス以外の収益を獲得

• 関西空港（６便/日）に加えて、
神戸空港（８便/日）へのリムジンバスを
運行開始

＜サイネージ付きバス停＞

• お客さまへの情報提供の強化として、
サイネージ付きバス停を150基設置
（累計300基）

＜規模の拡大＞

• グループの広告媒体を活用し、
ドライバーを確保するとともに、
車両の400台確保を目指す
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２-３. 主な取組み内容（マーケティング事業、生活支援サービス事業）

109駅でそれぞれの地域ニーズに応じたサービスを展開し、サービス拠点化を進め、駅ソトの取組みも
一体となり、非交通事業領域の成長につなげる。移動需要の喚起と沿線地域の活性化に向けて、
お客さまの多様なニーズに応じた社会生活サービスの拡充に取り組む。

＜駅のサービス拠点化への取組み＞

＜子育て・教育支援＞

• 習いごとつき民間学童
「えすこーとOsaka Metro 阿倍野校」を開校し、
都島駅前校との２校体制で運営

＜飲食事業＞

• 駅周辺の利便性向上につながる飲食を
中心としたフランチャイズ事業の展開を開始

駅ナカでの取組み

駅ソトでの取組み

7

• Osaka Metroの直営ポップアップ型販売
店舗、Metro Opusを6店舗出店
（累計22店舗）

• WEBサイトから事前の利用予約等が
可能な多機能ロッカーを全駅に設置

• オンラインで提携医療機関の受診や
暮らし全般のお困りごと相談が可能な
生活サービスブースを設置
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都市開発事業では、大阪の都市魅力度向上を目指して、南北軸の御堂筋線と東西軸の中央線
沿線を中心とした開発を進める。広告事業では、交通広告媒体の開発に留まらず、街のシンボルと
なるメディアの開発に着手し、業界内での独自のポジションの確立を目指す。

２-４. 主な取組み内容（都市開発事業、広告事業）

8

＜本町エリア＞ －本町を起点とした御堂筋南北軸の賑わい－

• 地元団体や行政と連携し、本町～心斎橋～なんばの
御堂筋のまちづくりによるにぎわい創出を継続

＜森之宮エリア＞ －地下・地上・空・水上交通を繋ぐ－

• 大阪城東部地区1.5期開発のポテンシャルを
最大限に引き出すための新駅・駅ビル設置計画
に事業着手

• それ以外の区域の事業スキームを確定

＜夢洲エリア＞ －ニシの拠点形成－

• 夢洲２期（万博跡地開発）への参画に向けた準備を進める
• ベイエリアでのまちづくり機会の創出

＜新規媒体販売＞

• 中津駅ホームサイネージ跡をLED看板化

• なんば駅改札外通路のADウォール化や、階段見附ベゼルレス
電照看板を活用した新規媒体を販売

（イメージ）なんば駅ADウォール

（イメージ）梅田駅階段見附ベゼルレス電照看板

都市開発事業 広告事業

＜新規物件取得＞

• 中・長期での安定した利益を確保するための
ポートフォリオを意識した物件の取得・開発を継続
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３-１. 業績予想（輸送人員の見立て）

9

鉄道の乗車人員は、万博の反動減が大きく、前年度からは大きく落ち込むと想定するものの、
年間を通じたファンダメンタルとしては、コロナ前や2024年度の水準を上回って推移すると見込まれ、
年間計で、2024年度比、定期は３％増、定期外は６％増をそれぞれ見通す。

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

19年度

実績

20年度

実績

21年度

実績

22年度

実績

23年度

実績

24年度

実績

25年度

実績

26年度

計画

（千人）
鉄道事業 １日当たりの乗車人員（定期・定期外）

定期（マイスタイル含む） 定期外

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

(千人) 鉄道事業 １日当たりの乗車人員

2019年度

2024年度

2025年度

2026年度計画
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（単位：億円）

2,130 2,333 ▲203

1,730 1,805 ▲75

400 528 ▲128

▲30 ▲20 ▲10

370 508 ▲138

24 ▲24 +48

124 147 ▲23

267 330 ▲63

2026年度

計画

2025年度

実績
増減

法人税等

親会社株主に帰属する

当期純利益

営業収益

営業費用

営業利益

営業外損益

経常利益

特別損益

営業収益は、増客施策等、事業活動を着実に行うものの、万博需要の反動減が大きく、203億円
減の2,130億円を見込む。営業費用も、万博関連の減少が大きいが、安全対策費用や都市型
MaaS構想に向けた成長戦略経費を織り込み、75億円の減少を見込む。その結果、営業利益は、
128億円減の400億円、当期純利益は、63億円減の267億円を見込む。

３-２. 業績予想（連結損益計算書 総括）
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528

400

▲ 229

+ 83
+ 50

▲ 33
+ 1

25年度
営業利益
（実績）

万博関連
収益

万博関連
費用

（償却除く）

交通その他
収益

MaaS関連
費用

その他 26年度
営業利益
（計画）

200

300

400

500

600



R29
G32
B136

R151
G148
B195

R255
G204
B0

R0
G0
B0

R255
G255
B255

◼ カラーバリエーションは下記とする。

R255
G221
B75

メインカラー サブカラー

都市型MaaS構想

R0
G176
B80

R255
G153
B0

R126
G178
B230

R255
G0
B0

R55
G79
B131

R215
G98
B19

R243
G168
B117

(単位：億円)

営業収益 営業利益 営業収益 営業利益 営業収益 営業利益

2,130 400 2,333 528 ▲203 ▲128

1,935 375 2,091 482 ▲156 ▲108

鉄道事業 1,819 374 1,966 470 ▲147 ▲96

バス事業 144 1 177 14 ▲33 ▲13

セグメント内取引消去 ▲28 (-) ▲52 ▲1 +24 +1

154 8 134 9 +21 ▲1

60 10 115 27 ▲55 ▲17

54 7 56 10 ▲2 ▲2

▲74 0 ▲63 0 ▲11 +0

2026年度

計画

2025年度

実績
増減

合計

交通事業

マーケティング・

生活支援サービス事業

都市開発事業

広告事業

その他

３-３. 業績予想（連結損益計算書 セグメント別）

交通事業は、インバウンド取込み等による増客を図るものの、万博の反動減が大きく、営業収益で
156億円の減少を見込む。営業費用として次世代モビリティ関連費用等を織り込むも、業務効率化
等によるコスト削減に取り組み、営業利益は、108億円の減少を見込む。マーケティング・生活支援
サービス事業は、新規事業の推進による増収を、都市開発事業は、前年度の不動産販売の反動減
で減収・減益を見込む。

11「その他」には、グループ内受託事業及び内部取引消去を含みます。

昨年度事業計画ママ
経理に更新依頼



R29
G32
B136

R151
G148
B195

R255
G204
B0

R0
G0
B0

R255
G255
B255

◼ カラーバリエーションは下記とする。

R255
G221
B75

メインカラー サブカラー

都市型MaaS構想

R0
G176
B80

R255
G153
B0

R126
G178
B230

R255
G0
B0

R55
G79
B131

R215
G98
B19

R243
G168
B117

設備投資は、総額で約500億円を見込み、安全関連投資を最優先で実施しつつ、お客さまに
便利で快適にご利用いただけるよう、サービス改善投資も着実に進めていく。特に新規投資は、
交通事業とのシナジー創出、投下資本収益性、キャッシュフローへの影響や投資回収リスク等を
厳格に分析・確認したうえで実行する。

３-４. 投資計画

12

総額
約500億円

安全
投資

サービス
投資

その他 更新投資 31％

車両更新・災害対策等 9％

駅のグランドリニューアル 2％

エレベーター整備 6％

その他サービス改善
（駅施設、e METROアプリ等） 27％

バス事業
マーケティング・生活支援サービス事業
都市開発事業 等 25％

基礎的な投資計画とは別に、更なる成長に向けた
投資機会に対応できる投資余地として、約270億円を想定
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